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上手な医療のかかり方を広めるための懇談会 開催要綱 

 

１．趣旨 

患者・国民が安心して必要な医療を受ける観点からは、現在検討が行われている

医師の働き方改革や、地域における医師確保対策といった医療提供者側の取組だけ

でなく、患者やその家族である国民の医療のかかり方に関する理解が欠かせない。 

受診の必要性や医療機関の選択など上手に医療にかかることができれば、患者・

国民にとっても、必要なときに適切な医療機関にかかることができ、また、時間

外・土日の受診や大病院への患者集中による混雑などの緩和にもつながるものであ

る。その結果として、医療提供者側の過度な負担が緩和され、医療の質・安全確保

の点からの効果が期待される。 

また、企業や保険者にとっても、治療と仕事の両立にも資するものであり、患者

が必要としない受診の減少にもつながることから、幅広い関係者の共通理解や協力

が求められるものであり、各関係者の役割なども整理しながら取組を進めていく必

要がある。 

こうした点を踏まえ、本懇談会を開催する。 

 

２．検討事項 

（１）医療のかかり方に関する情報の収集・整理、各分野の取組の見える化など周

知すべきコンテンツの整理（例：「医療のかかり方ホームページ」を特設） 

（２）わかりやすいリーフレットの作成（上手な医療のかかり方の重要性とコンテ

ンツへのアクセス方法をコンパクトにまとめて広める） 

（３）効果的な広報の在り方（対象のセグメンテーションと、属性に応じたメッセ

ージや広報ツール・手法の選択） 

（４）厚生労働省の取組と各分野の団体の取組の整理・連携の在り方 

（５）その他 

 

３．構成員 

構成員は、別紙のとおりとする。 

また、座長は、必要に応じ、構成員以外の関係者の出席を求めることができ 

る。 

検討会には、総務省消防庁の参加を求めることとする。 

 

４．運営等 

（１）本懇談会の庶務は、保険局の関係課の協力を得て、医政局医療経営支援課医

療勤務環境改善推進室が行う。 

（２）会議は原則として公開するとともに、議事録を作成し、公表する。 

（３）この要綱に定めるもののほか、本懇談会の運営に関し、必要な事項は、本懇

談会において定める。  



（別紙） 
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